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人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
は
、
ま
ち
の
活
性
化
が
重
要
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　

人
の
流
れ
を
創
出
し
、
お
だ
や
か

な
人
口
年
齢
構
造
を
取
り
戻
す
た
め

に
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

推
進
し
「
来
て
も
ら
い
た
い
、
住
ん

で
も
ら
え
る
環
境
整
備
」
を
行
な
い
、

都
市
格
の
向
上
と
、
そ
の
魅
力
の
発

信
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
、
中
小
企
業
の
下
支
え

を
行
な
い
、
ま
ず
は
景
気
の
回
復
を

計
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、持
続
可
能
な
社
会
保
障
（
医

療
・
年
金
・
介
護
・
子
育
て
支
援
）

の
た
め
に
は
、
子
育
て
世
代
を
中
心

と
す
る
現
役
世
代
の
雇
用
環
境
の
整

備
は
不
可
欠
で
す
。
ま
ず
は
、
子
育

て
支
援
で
雇
用
の
創
出
安
定
化
、
そ

し
て
就
労
の
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

　

保
育
事
業
の
現
場
を
預
か
る
ひ
と

り
と
し
て
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
制

度
の
矛
盾
を
指
摘
し
、
京
都
市
独
自

の
制
度
改
革
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
維
持

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

　

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
維
持
と
多
様

な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

す
な
わ
ち
質
と
量
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

京
都
市
の
保
育
料
は
国
水
準
の

70
％
で
あ
り
ま
し
た
が
、
国
の
支

援
に
よ
り
64
％
ま
で
軽
減
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
本
市
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
障
害
児
保
育
の
充
実

を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
、
多
様
な
働
き
手
に
応
じ
た
時

間
外
保
育
受
入
体
制
も
充
実
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
の
学
童
ク
ラ
ブ
、

す
な
わ
ち
学
童
保
育
の
充
実
は
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
対
象

は
小
学
校
1
年
生
〜
小
学
校
３
年

生
（
障
害
の
あ
る
児
童
は
４
年
生
）

ま
で
で
し
た
が
、
国
の
補
助
も
あ

り
小
学
校
６
年
生
ま
で
預
か
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
障
害
の
あ
る
児
童
の
受

入
体
制
の
充
実
と
し
て
は
介
助
者

の
確
保
に
向
け
て
介
助
者
謝
金
を

改
定
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
施
設

耐
震
化
の
促
進

　

京
都
市
は
小
・
中
学
校
に
於
い

て
一
〇
〇 

％
の
耐
震
化
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
市
内
の
保
育
園
で

は
半
分
し
か
耐
震
化
が
な
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
南
区
に
於
い
て
は
民

間
保
育
園
24
ヵ
園
中
、
15
ヵ
園
が

改
修
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
軽
減

　

平
成
27
年
以
降
の
予
算
に
於
い

て
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
・
幼

稚
園
保
育
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
医
療
費
支
給

制
度
が
入
院
・
通
院
医
療
費
支
給

対
象
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
か
ら

中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
充
さ
れ
ま

す
。教

育
環
境
の
充
実

　

学
問
と
と
も
に
大
切
で
あ
る
食

育
に
お
い
て
学
校
給
食
の
「
和
食
」

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

従
来
ア
ル
マ
イ
ト
食
器
が
Ｐ
Ｅ
Ｎ

食
器
に
３
年
計
画
で
全
市
に
拡
大

し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

長
寿
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に

は
介
護
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題

で
す
。
そ
の
た
め
に
20
箇
所
の
介

護
基
盤
整
備
を
積
極
的
に
行
な
っ

て
き
ま
し
た
。

国
保
料
初
の
引
き
下
げ

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
医
療

費
適
正
化
と
徴
収
率
向
上
等
の
取

り
組
み
に
加
え
、
国
に
よ
る
保
険

者
支
援
制
度
の
拡
充
に
よ
る
財
源

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
制
度

創
設
（
昭
和
36
年
）
以
来
、
初
め

て
全
て
の
保
険
料
率
（
医
療
分
、

後
期
高
齢
者
支
援
分
及
び
介
護

分
）
が
一
人
当
た
り
平
均
2.5
％
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

Ｊ
Ｒ
西
大
路
駅
着
手
へ

　

駅
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推

進
が
計
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
長
年
に
わ
た
り
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
要
望
が
叶
い
Ｊ
Ｒ
西
大
路
駅
に
於

い
て
構
想
策
定
が
着
手
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

京
都
駅
南
口
の

駅
前
広
場
整
備

　

本
年
２
月
に
３
基
の
機
械
式
地

下
駐
輪
場
（
612
台
分
）
が
完
成
致

し
ま
し
た
。
そ
し
て
12
月
に
は
駅

正
面
の
拠
点
広
場
デ
ッ
キ
が
広
く

な
り
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
増
設

も
決
定
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
エ
レ

ベ
ー
タ
を
利
用
さ
れ

る
車
椅
子
や
ベ
ビ

カ
ー
の
利
用
者
に
配

慮
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
ア
バ
ン

テ
ィ
ー
前
に
は
横

断
歩
道
も
新
設
さ

れ
ま
す
。

転
落
防
止

可
動
式

ホ
ー
ム
柵

の
設
置

　

初
め
て
の
代
表

質
問
で
答
弁
を
い
た

だ
い
た
転
落
防
止

可
動
式
ホ
ー
ム
柵

が
地
下
鉄
烏
丸
線

の
御
池
駅
に
て
設

置
が
実
現
し
ま
し

た
。
ま
た
次
年
度

以
降
、
京
都
駅
・

四
条
駅
で
の
設
置

が
決
定
し
て
お
り

ま
す
。

公
共
交
通
事
業

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
は
平
成

25
年
３
月
よ
り
「
全
国
相
互
利
用

サ
ー
ビ
ス
」
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
長
年
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た

市
バ
ス
で
は
昨
年
12
月
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。地

下
鉄
赤
字
減
少

　

地
下
鉄
事
業
は
、
着
実
な
収
支

改
善
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

旅
客
数
が
１
日
あ
た
り
９
千
人

増
加
し
、
駅
ナ
カ
ビ
ジ
ネ
ス
も
好

調
で
、 

１
日
当
た
り
の
経
常
赤
字

額
は
、
18
年
度
の
４
千
６
百
万
円

か
ら
、
27
年
度
で
は
10
分
の
１
以

下
の
４
百
万
円
ま
で
大
幅
に
縮
小

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
バ
ス
黒
字
化

　

市
バ
ス
事
業
は
、
累
積
赤
字
を

解
消
し
、
一般
会
計
か
ら
の
任
意
補

助
金
に
頼
ら
な
い
自
立
し
た
経
営

が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
約
６
億
円
の
黒
字
化
で
バ
ス

車
両
は
、
昨
年
３
月
の
24
両
増
車

に
続
き
、
更
に
12
両
増
車
し
、
計

８
百
両
で
運
行
す
る
こ
と
に
よ
って
。 

ダ
イ
ヤ
の
充
実
や
利
便
性
の
向
上

で
増
客
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

　

私
が
訴
え
て
き
ま
し
た
、
南
１

号
系
統
の
Ｊ
Ｒ
桂
川
駅
へ
の
乗
り

入
れ
。
ま
た
、
18
号
系
統
の
Ｊ
Ｒ

二
条
駅
ま
で
の
延
伸
。
そ
し
て
、

東
寺
・
水
族
館
・
西
本
願
寺
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
新
設
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

議
会
の
役
割

議
員
の
仕
事

　

市
会
議
員
は
、
最
も
身

近
な
市
民
の
代
表
た
る
議

員
と
し
て
、
市
役
所
の
お

金
の
使
い
方
が
、
市
民
の

安
心
・
安
全
な
、
い
の
ち

と
く
ら
し
を
護
る
施
策
に

活
か
さ
れ
て
い
る
か
を

是
々
非
々
で
点
検
・
監
視
・

評
価
し
、
市
民
の
皆
様
の

声
な
き
声
に
耳
を
か
た
む

け
、
政
策
を
提
案
提
言
す

る
の
が
役
割
で
あ
り
仕
事

で
す
。

　

福
祉
・
安
心
い
ち
ば
ん

で
、ハ
ッ
キ
リ
発
言
、し
っ

か
り
仕
事
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
元
気
で
優
し
い
ひ
と

づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
投
球
で
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

「子育て環境日本一・
　教育環境日本一」を目指し
「子育て環境日本一・
　教育環境日本一」を目指し

福祉・医療の充実   
未
来
の
京
都
へ
先
行
投
資

未
来
の
京
都
へ
先
行
投
資

隆知
た か  と も

京都市会議員

長
寿
少
子
社
会
に
対
応

長
寿
少
子
社
会
に
対
応

社
会
保
障
の
充
実

社
会
保
障
の
充
実

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
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縮
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け
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？？

ハ
ッ
キ
リ
発
言
！

し
っ
か
り
仕
事
！

質問回数

！
2千回
突破

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て

※議事録・インターネット議会中継をご覧ください。京都市会 検索

２
月
市
会
閉会

平成27年度予算、経済・子育て重点

全会計約1兆7,000億
一般会計は過去２番目の規模で、

積極型の予算となった。

平成27年度予算、経済・子育て重点

全会計約1兆7,000億
一般会計は過去２番目の規模で、

積極型の予算となった。



　

市
民
の
皆
様
や
市
内
企
業
事
業

者
が
景
気
回
復
を
幅
広
く
実
感
で

き
る
よ
う
き
め
細
か
く
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

観
光
を
振
興
し
、
そ
の
経
済
効

果
に
よ
り
市
民
生
活
を
向
上
さ

せ
、 

世
界
が
あ
こ
が
れ
る
国
際
文

化
芸
術
観
光
都
市
京
都
へ
と
な
る

よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

　
「
世
界
一
の
観
光
地
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
」
を
目
指
し
、
ブ
ラ
ン
ド
の
国

内
外
へ
の
発
信
に
よ
り
昨
年
、
世

界
で
最
も
影
響
力
を
も
つ
旅
行
雑

誌
の
ひ
と
つ
、「
ト
ラ
ベ
ル
・
ア

ン
ド
・
レ
ジ
ャ
ー
」
誌
が
行
な
っ

た
読
者
投
票
「
ワ
ー
ル
ド
ベ
ス
ト

ア
ワ
ー
ド
２
０
１
４
」
に
お
い
て
、

世
界
の
人
気
都
市
を
決
め
る

「
ワ
ー
ル
ド
ベ
ス
ト
シ
テ
ィ
」
ラ

ン
キ
ン
グ
で
、
京
都
が
１
位
に
な

り
ま
し
た

　

こ
れ
か
ら
も
戦
略
的
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
誘
致
の
推
進
を
続
け
、
小
規
模

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ
の
開
催
支
援
の
新
設

や
大
規
模
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ
の
開
催
支

援
の
充
実
等
、
会
議
・
研
修
・
セ

ミ
ナ
ー
、
報
奨
・
招
待
旅
行
ま
た

は
大
会
・
学
会
・
国
際
会
議
、
展

示
会
の
誘
致
が
望
ま
れ
ま
す
。

国
際
交
流
の
推
進

 

京
都
の
代
表
団

青
島
市
へ
派
遣 

　

京
都
市
と
中
華
人
民
共

和
国
青
島
市
は
、
経
済
、

環
境
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

教
育
分
野
を
中
心
と
す
る

民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
・

協
力
を
一
層
促
進
す
る
た

め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ

提
携
を
締
結
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
二
十
六
年
六
月

に
開
催
さ
れ
た
二
〇
一
四

青
島
世
界
園
芸
博
覧
会
に

て
「
日
本
京
都
園
」
出
展
。

中
国
を
は
じ
め
世
界
に
向
け
て
京

都
の
魅
力
を
発
信
し
、
京
都
へ
の

観
光
客
・
留
学
生
の
誘
致
等
、
交

流
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
し
た
。

韓
国
の
市
会
議
員
来
京

京
都
市
他
都
市
を
調
査

　

国
際
交
流
の
一
環
と
京
都
の
強

み
を
発
信
す
る
事
業
と
し
て
韓
国

の
高
陽
市
、
城
南
市
か
ら
議
員
が

来
京
さ
れ
、
京
都
市
の
市
政
や
議

会
の
運
営
に
つ
い
て
調
査
を
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
京
都
市
会
日
韓
親

善
議
員
連
盟
幹
事
長
と
し
て
応
接

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
新
産
業
の
創
出
・
育
成

日
本
初
の
革
新
的
な
医
薬
品
・

医
療
機
器
等
の
創
出
に
よ
り
、

健
康
長
寿
社
会
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
国
際
競
争
力
強
化
に

よ
る
経
済
成
長
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
指
す
「
ラ
イ
フ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
推
進
。

◆
中
小
企
業
へ
の
支
援
の
拡
充　

９
９
％
以
上
を
占
め
る
中
小
・

小
規
模
事
業
者
企
業
経
営
の
支

援
体
制
の
強
化
拡
充
。

　
　◆

伝
統
産
業
の
振
興

京
も
の
海
外
進
出
支
援
事
業

Ｋ
Ｙ
Ｏ
・Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ 

is 

Ｃｏｏ
ｌ
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
販
路
開

拓
、
人
材
育
成
等
を
実
施
。

◆
中
央
市
場
の
整
備

京
都
市
第
一
中
央
市
場
整
備

京
都
市
第
二
中
央
市
場
（
食
肉

市
場
）
整
備

◆
農
林
業
の
振
興

６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
支

援
、
作
業
用
機
械
の
導
入
支
援

等

第
一次
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業

が
、農
林
水
産
物
の
生
産
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、そ
れ
を
原
材
料
と

し
た
加
工
食
品
の
製
造
・
販
売
や

観
光
農
園
の
よ
う
な
地
域
資
源

を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、第

二
次
産
業
や
第
三
次
産
業
に
ま

で
踏
み
込
み
ま
す
。

◆
安
定
的
で
質
の
高
い
雇
用
の
創
出

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人
材

育
成
や
在
職
者
の
処
遇
改
善
を

推
進
す
る
取
り
組
み
へ
の
支

援
。

市
民
ぐ
る
み
で
進
め
る

「
世
界
一
安
心
安
全
で
、

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
お
も

て
な
し
」
の
ま
ち
づ
く
り

や 

防
災
・
耐
震
化
対
策

の
加
速

◆
世
界
一
安
心
安
全
・
お
も
て
な
し

　

の
ま
ち
京
都

世
界
一
安
心
安
全
・
お
も
て
な

し
の
ま
ち
京
都　

市
民
ぐ
る
み

推
進
運
動

　

区
民
版
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

　

基
づ
く
地
域
防
犯
活
動
等
支

　

援
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
促
進

　

補
助
等

条
例
に
よ
り
市
内
の
繁
華
街
に

お
け
る
飲
食
店
等
に
よ
る
客
引

き
行
為
等
へ
の
対
策
を
推
進

公
園
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

　

水
銀
灯
・
蛍
光
灯
約
三
千
灯

　

を
３
年
間
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

通
学
路
の
安
全
対
策
か
ら

生
活
道
路
全
て
の
安
全
対
策
へ

駅
等
で
の
分
煙
対
策

　

喫
煙
場
所
の
設
置

　

京
都
駅
南
口
・
JR
西
大
路
駅

　

前
及
び
山
科
駅
前
北
広
場
に

　

新
設

　

京
都
駅
烏
丸
口
・
ヨ
ド
バ
シ

　

カ
メ
ラ
前
に
は
既
設

◆
巨
大
地
震
へ
の
万
全
の
備
え
と
雨

　

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、防
災
・

　

耐
震
化
対
策
の
加
速

い
の
ち
を
守
る
都
市
基
盤
防
災

減
災
対
策
プ
ロ
ジェク
ト
を
推
進

・
水
災
害
対
策
の
充
実

・
橋
り
ょ
う
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
の
推
進　

　

耐
震
補
強
12
橋
（
九
条
跨
線

　

橋
、
羽
束
師
橋
な
ど
）

　

老
朽
化
修
繕
13
橋
（
二
条
大

　

橋
、
菊
屋
橋
な
ど
）

・
普
通
河
川
緊
急
対
策
事
業

・
排
水
機
場
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム

　

整
備

・
生
活
道
路
の
維
持
補
修
、
河

　

川
の
浚
渫
・
除
草
費
増
額

・
水
災
害
対
応
訓
練
施
設
、
都

　

市
型
水
害
対
策
車
両
整
備

・
雨
水
幹
線
の
整
備
な
ど
浸
水

　

対
策
の
推
進

・
老
朽
化
し
た
上
下
水
道
管
路

　

の
更
新
及
び
耐
震
化
の
促
進

・
災
害
時
避
難
体
制
の
充
実

・
避
難
勧
告
等
・
判
断
伝
達
マニュ

　

ア
ル
作
成

　

避
難
勧
告
等
の
判
断
基
準
を

　

分
か
り
や
す
く
定
量
的
に
設

　

定
す
る
な
ど
全
面
改
訂

　

地
域
事
情
に
応
じ
た
防
災
行

　

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

民
間
建
築
物
の
耐
震
化
対
策
の

強
化

　

修
学
旅
行
生
が
利
用
す
る
ホ

　

テ
ル
・
旅
館
の
耐
震
化
に
対

　

し
て

　

独
自
の
助
成
制
度
を
創
設

住
宅
の
耐
震
化
対
策
の
強
化

　

ま
ち
の
匠
の
知
恵
を
活
か
し

　

た
京
都
型
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム

　

支
援
事
業
の
運
用
改
善

　

既
存
住
宅
の
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム

　

等
支
援
事
業

　

受
付
窓
口
（
耐
震
・
エ
コ
助

　

成
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）
を
一
本
化

　

ま
ち
の
匠
工
事
メ
ニ
ュ
ー
助

　

成
限
度
額
引
上
げ

　

耐
震
診
断
士
派
遣
の
無
料
化

　
（
Ｈ
27
限
り
）

民
間
社
会
福
祉
施
設

耐
震
改
修
の
助
成
へ

　

保
育
園
14
箇
所
分

　

児
童
館
３
箇
所
分

市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用

事
業

　

八
条
団
地
は
耐
震
化
＋
エ
レ

　

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
か
ら
全
面

　

改
築
へ

　

耐
震
改
修
等
：
下
鳥
羽
（
設

　

計
）、
大
受
（
設
計
）、
醍
醐

　

南
、
西
野
山
、
山
ノ
本
な
ど

◆
防
災
拠
点
の
整
備
と
消
防
団
装
備

　

の
充
実

速
消
小
型
水
槽
車
、
機
動
二
輪

車
（
消
防
バ
イ
ク 

：Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ 

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
）
導
入
実
現

消
防
出
張
所
整
備
（
東
寺
↓
八

条
通
）

全
消
防
団
に
発
電
機
と
照
明
を

配
備

観
光
客
等
帰
宅
困
難
者
対
策

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
け
る
防
災
対
策

推
進
事
業

避
難
誘
導
訓
練
と
し
て
、
平

成
26
年
９
月
27
日
深
夜
の
京

都
駅
で
実
施
。Ｊ
Ｒ
東
海
、Ｊ

Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
、
近
鉄
、

交
通
局
、
京
都
市
や
府
警
が

連
携
、
約
６
３
０
人
と
と
も
に

私
も
参
加
し
ま
し
た
。

災
害
用
備
蓄
物
資
等
の
充
実

　

か
ん
ぱ
ん
↓
白
粥

　
（
乳
児
及
び
75
歳
以
上
）

マ
ン
ホ
ー
ル
仮
設
洋
式
ト
イ
レ

導
入
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
対
応
。

「
世
界
の
文
化
首
都
」
と

し
て
の
文
化
芸
術
の
振

興
、
環
境
に
や
さ
し
い
循

環
型
社
会
な
ど
京
都
な
ら

で
は
の
魅
力
の
向
上

京
都
を
つ
な
ぐ
無
形
文
化
遺
産

制
度
を
創
設

第
１
号
と
し
て
「
京
の
食
文

化
」
大
切
に
し
た
い
心
、
受

け
継
ぎ
た
い
知
恵
と
味

第
２
号
と
し
て
「
京
・
花
街

の
文
化
」
は
い
ま
も
息
づ
く
伝

統
伎
芸
と
お
も
て
な
し

第
３
号
と
し
て
「
京
の
地
蔵

盆
」
地
域
と
世
代
を
つ
な
ぐ

ま
ち
の
伝
統
行
事

新
「
京
都
市
動
物
園
構
想
」
の

推
進　

「
近
く
て
楽
し
い
ど
う
ぶ
つ
え

ん
」「お

と
ぎ
の
国
」「
も
う
じ
ゅ
う

ワ
ー
ル
ド
」「
ア
フ
リ
カ
の
草
原
」

「
管
理
棟
・
病
院
・
救
護
セ
ン

タ
ー
」「
ひ
か
り
・
み
ず
・
み

ど
り
の
熱
帯
動
物
館
」「
東
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
」「
サ
ル
ワ
ー
ル
ド

〜
ゴ
リ
ラ
の
お
う
ち
」「
学
習

施
設
」「
京
都
の
森
」「
ゾ
ウ

の
森
」
の
拡
大
実
現
。
ラ
オ

ス
か
ら
４
頭
の
ア
ジ
ア
ゾ
ウ

来
園

京
都
市
立
芸
術
大
学
移
転
整
備

崇
仁
地
域
の
活
性
化
か
ら
東

九
条
を
含
め
た
京
都
駅
東
部

エ
リ
ア
の
活
性
化
を
行
な
い

ま
す
。

京
都
国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア

　

第
１
回
２
３
８
０
０
人

　

第
３
回
４
０
５
７
６
人

「
日
本
酒
条
例
サ
ミ
ッ
トin 

京

都
」
の
開
催

　

全
国
44
の
自
治
体
・
機
関
が

　

参
加

◆
環
境
先
進
都
市
・
京
都

雑
が
み
等
の
紙
ご
み
分
別
・
リ

サ
イ
ク
ル
徹
底
推
進
事
業
が
モ

デ
ル
地
区
一
万
一
千
世
態
を
対
象

と
し
て
実
施
↓
全
市
で
実
施

地
域
の
「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
回
収
」

古
紙
回
収
業
者
に
よ
る
回
収

「
小
型
金
属
類
・
ス
プ
レ
ー
缶
」

の
定
点
収
集
日
で
の
回
収

ま
ち
美
化
事
務
所
も
回
収

有
害
・
危
険
ご
み
等
の
移
動
式

拠
点
回
収
事
業　

全
23
品
目
を

各
元
学
区
で
２
年
１
回
か
ら
毎

年
１
回
の
回
収
に
な
り
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

市
民
の
利
用
率
が
高
い
西
京
極

総
合
運
動
公
園
の
計
画
的
改
修

ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ

（
京
都
市
立
体
育
館
）
の

改
修
、
わ
か
さ
ス
タ
ジ

ア
ム
と
陸
上
競
技
場
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
大
型
映
像
装
置
、

メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
設
置
等

◆「
人
と
動
物
と
が
共
生
で

き
る
、
う
る
お
い
の
あ
る

豊
か
な
社
会
」
推
進
事
業

南
区
に
「
人
と
動
物
と
が

共
生
で
き
る
う
る
お
い
の

あ
る
豊
か
な
社
会
」
を
実

現
す
る
た
め
、
動
物
の
愛

護
と
適
正
な
飼
養
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
取
組
の
拠
点
施
設
で
日

本
一
の
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
ま
す
。

（
愛
称
：
動
物
愛
ラ
ン
ド
・
京
都
）

参
加
と
協
働
に
よ
る
地
域

の
個
性
と
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

京
の
道
・
川
・
公
園
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
市
民
通
報

シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用

京
都
駅
西
部
エ
リ
ア

活
性
化
推
進
事
業
を

　

南
区
の
誇
り
世
界
遺
産
東
寺
、

史
跡
西
寺
、
羅
城
門
（
Ａ
Ｒ
動
画

計
画
中
）
を
活
か
し
、
回
遊
性
の

あ
る
活
性
化
を
行
な
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
春
に
は
日
本
一
の

鉄
道
博
物
館
が
完
成
致
し
ま
す
。

ま
た
、
中
央
卸
売
市
場
の
再
整
備
、

そ
れ
に
連
携
し
た
民
間
事
業
者
や

地
域
と
連
携
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
魅

力
創
出
イ
ベ
ン
ト
、
情
報
発
信
等

を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
文
化
芸
術
観
光
都
市
へ

京
都
の
強
み
を
最
大
限
に

国
際
文
化
芸
術
観
光
都
市
へ

京
都
の
強
み
を
最
大
限
に京

都
な
ら
で
は
の
魅
力
の
向
上
を

地
域
経
済
の
活
性
化
と

安
定
し
た
雇
用
の
創
出



　

市
民
の
皆
様
や
市
内
企
業
事
業

者
が
景
気
回
復
を
幅
広
く
実
感
で

き
る
よ
う
き
め
細
か
く
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

観
光
を
振
興
し
、
そ
の
経
済
効

果
に
よ
り
市
民
生
活
を
向
上
さ

せ
、 

世
界
が
あ
こ
が
れ
る
国
際
文

化
芸
術
観
光
都
市
京
都
へ
と
な
る

よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

　
「
世
界
一
の
観
光
地
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
」
を
目
指
し
、
ブ
ラ
ン
ド
の
国

内
外
へ
の
発
信
に
よ
り
昨
年
、
世

界
で
最
も
影
響
力
を
も
つ
旅
行
雑

誌
の
ひ
と
つ
、「
ト
ラ
ベ
ル
・
ア

ン
ド
・
レ
ジ
ャ
ー
」
誌
が
行
な
っ

た
読
者
投
票
「
ワ
ー
ル
ド
ベ
ス
ト

ア
ワ
ー
ド
２
０
１
４
」
に
お
い
て
、

世
界
の
人
気
都
市
を
決
め
る

「
ワ
ー
ル
ド
ベ
ス
ト
シ
テ
ィ
」
ラ

ン
キ
ン
グ
で
、
京
都
が
１
位
に
な

り
ま
し
た

　

こ
れ
か
ら
も
戦
略
的
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
誘
致
の
推
進
を
続
け
、
小
規
模

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ
の
開
催
支
援
の
新
設

や
大
規
模
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ
の
開
催
支

援
の
充
実
等
、
会
議
・
研
修
・
セ

ミ
ナ
ー
、
報
奨
・
招
待
旅
行
ま
た

は
大
会
・
学
会
・
国
際
会
議
、
展

示
会
の
誘
致
が
望
ま
れ
ま
す
。

国
際
交
流
の
推
進

 

京
都
の
代
表
団

青
島
市
へ
派
遣 

　

京
都
市
と
中
華
人
民
共

和
国
青
島
市
は
、
経
済
、

環
境
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

教
育
分
野
を
中
心
と
す
る

民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
・

協
力
を
一
層
促
進
す
る
た

め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ

提
携
を
締
結
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
二
十
六
年
六
月

に
開
催
さ
れ
た
二
〇
一
四

青
島
世
界
園
芸
博
覧
会
に

て
「
日
本
京
都
園
」
出
展
。

中
国
を
は
じ
め
世
界
に
向
け
て
京

都
の
魅
力
を
発
信
し
、
京
都
へ
の

観
光
客
・
留
学
生
の
誘
致
等
、
交

流
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
し
た
。

韓
国
の
市
会
議
員
来
京

京
都
市
他
都
市
を
調
査

　

国
際
交
流
の
一
環
と
京
都
の
強

み
を
発
信
す
る
事
業
と
し
て
韓
国

の
高
陽
市
、
城
南
市
か
ら
議
員
が

来
京
さ
れ
、
京
都
市
の
市
政
や
議

会
の
運
営
に
つ
い
て
調
査
を
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
京
都
市
会
日
韓
親

善
議
員
連
盟
幹
事
長
と
し
て
応
接

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
新
産
業
の
創
出
・
育
成

日
本
初
の
革
新
的
な
医
薬
品
・

医
療
機
器
等
の
創
出
に
よ
り
、

健
康
長
寿
社
会
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
国
際
競
争
力
強
化
に

よ
る
経
済
成
長
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
指
す
「
ラ
イ
フ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
推
進
。

◆
中
小
企
業
へ
の
支
援
の
拡
充　

９
９
％
以
上
を
占
め
る
中
小
・

小
規
模
事
業
者
企
業
経
営
の
支

援
体
制
の
強
化
拡
充
。

　
　◆

伝
統
産
業
の
振
興

京
も
の
海
外
進
出
支
援
事
業

Ｋ
Ｙ
Ｏ
・Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ 

is 

Ｃｏｏ
ｌ
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
販
路
開

拓
、
人
材
育
成
等
を
実
施
。

◆
中
央
市
場
の
整
備

京
都
市
第
一
中
央
市
場
整
備

京
都
市
第
二
中
央
市
場
（
食
肉

市
場
）
整
備

◆
農
林
業
の
振
興

６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
支

援
、
作
業
用
機
械
の
導
入
支
援

等

第
一次
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業

が
、農
林
水
産
物
の
生
産
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、そ
れ
を
原
材
料
と

し
た
加
工
食
品
の
製
造
・
販
売
や

観
光
農
園
の
よ
う
な
地
域
資
源

を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、第

二
次
産
業
や
第
三
次
産
業
に
ま

で
踏
み
込
み
ま
す
。

◆
安
定
的
で
質
の
高
い
雇
用
の
創
出

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人
材

育
成
や
在
職
者
の
処
遇
改
善
を

推
進
す
る
取
り
組
み
へ
の
支

援
。

市
民
ぐ
る
み
で
進
め
る

「
世
界
一
安
心
安
全
で
、

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
お
も

て
な
し
」
の
ま
ち
づ
く
り

や 

防
災
・
耐
震
化
対
策

の
加
速

◆
世
界
一
安
心
安
全
・
お
も
て
な
し

　

の
ま
ち
京
都

世
界
一
安
心
安
全
・
お
も
て
な

し
の
ま
ち
京
都　

市
民
ぐ
る
み

推
進
運
動

　

区
民
版
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

　

基
づ
く
地
域
防
犯
活
動
等
支

　

援
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
促
進

　

補
助
等

条
例
に
よ
り
市
内
の
繁
華
街
に

お
け
る
飲
食
店
等
に
よ
る
客
引

き
行
為
等
へ
の
対
策
を
推
進

公
園
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

　

水
銀
灯
・
蛍
光
灯
約
三
千
灯

　

を
３
年
間
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

通
学
路
の
安
全
対
策
か
ら

生
活
道
路
全
て
の
安
全
対
策
へ

駅
等
で
の
分
煙
対
策

　

喫
煙
場
所
の
設
置

　

京
都
駅
南
口
・
JR
西
大
路
駅

　

前
及
び
山
科
駅
前
北
広
場
に

　

新
設

　

京
都
駅
烏
丸
口
・
ヨ
ド
バ
シ

　

カ
メ
ラ
前
に
は
既
設

◆
巨
大
地
震
へ
の
万
全
の
備
え
と
雨

　

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、防
災
・

　

耐
震
化
対
策
の
加
速

い
の
ち
を
守
る
都
市
基
盤
防
災

減
災
対
策
プ
ロ
ジェク
ト
を
推
進

・
水
災
害
対
策
の
充
実

・
橋
り
ょ
う
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
の
推
進　

　

耐
震
補
強
12
橋
（
九
条
跨
線

　

橋
、
羽
束
師
橋
な
ど
）

　

老
朽
化
修
繕
13
橋
（
二
条
大

　

橋
、
菊
屋
橋
な
ど
）

・
普
通
河
川
緊
急
対
策
事
業

・
排
水
機
場
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム

　

整
備

・
生
活
道
路
の
維
持
補
修
、
河

　

川
の
浚
渫
・
除
草
費
増
額

・
水
災
害
対
応
訓
練
施
設
、
都

　

市
型
水
害
対
策
車
両
整
備

・
雨
水
幹
線
の
整
備
な
ど
浸
水

　

対
策
の
推
進

・
老
朽
化
し
た
上
下
水
道
管
路

　

の
更
新
及
び
耐
震
化
の
促
進

・
災
害
時
避
難
体
制
の
充
実

・
避
難
勧
告
等
・
判
断
伝
達
マニュ

　

ア
ル
作
成

　

避
難
勧
告
等
の
判
断
基
準
を

　

分
か
り
や
す
く
定
量
的
に
設

　

定
す
る
な
ど
全
面
改
訂

　

地
域
事
情
に
応
じ
た
防
災
行

　

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

民
間
建
築
物
の
耐
震
化
対
策
の

強
化

　

修
学
旅
行
生
が
利
用
す
る
ホ

　

テ
ル
・
旅
館
の
耐
震
化
に
対

　

し
て

　

独
自
の
助
成
制
度
を
創
設

住
宅
の
耐
震
化
対
策
の
強
化

　

ま
ち
の
匠
の
知
恵
を
活
か
し

　

た
京
都
型
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム

　

支
援
事
業
の
運
用
改
善

　

既
存
住
宅
の
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム

　

等
支
援
事
業

　

受
付
窓
口
（
耐
震
・
エ
コ
助

　

成
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）
を
一
本
化

　

ま
ち
の
匠
工
事
メ
ニ
ュ
ー
助

　

成
限
度
額
引
上
げ

　

耐
震
診
断
士
派
遣
の
無
料
化

　
（
Ｈ
27
限
り
）

民
間
社
会
福
祉
施
設

耐
震
改
修
の
助
成
へ

　

保
育
園
14
箇
所
分

　

児
童
館
３
箇
所
分

市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用

事
業

　

八
条
団
地
は
耐
震
化
＋
エ
レ

　

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
か
ら
全
面

　

改
築
へ

　

耐
震
改
修
等
：
下
鳥
羽
（
設

　

計
）、
大
受
（
設
計
）、
醍
醐

　

南
、
西
野
山
、
山
ノ
本
な
ど

◆
防
災
拠
点
の
整
備
と
消
防
団
装
備

　

の
充
実

速
消
小
型
水
槽
車
、
機
動
二
輪

車
（
消
防
バ
イ
ク 

：Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

Ｒ
Ｅ
Ｄ 
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
）
導
入
実
現

消
防
出
張
所
整
備
（
東
寺
↓
八

条
通
）

全
消
防
団
に
発
電
機
と
照
明
を

配
備

観
光
客
等
帰
宅
困
難
者
対
策

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
け
る
防
災
対
策

推
進
事
業

避
難
誘
導
訓
練
と
し
て
、
平

成
26
年
９
月
27
日
深
夜
の
京

都
駅
で
実
施
。Ｊ
Ｒ
東
海
、Ｊ

Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
、
近
鉄
、

交
通
局
、
京
都
市
や
府
警
が

連
携
、
約
６
３
０
人
と
と
も
に

私
も
参
加
し
ま
し
た
。

災
害
用
備
蓄
物
資
等
の
充
実

　

か
ん
ぱ
ん
↓
白
粥

　
（
乳
児
及
び
75
歳
以
上
）

マ
ン
ホ
ー
ル
仮
設
洋
式
ト
イ
レ

導
入
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
対
応
。

「
世
界
の
文
化
首
都
」
と

し
て
の
文
化
芸
術
の
振

興
、
環
境
に
や
さ
し
い
循

環
型
社
会
な
ど
京
都
な
ら

で
は
の
魅
力
の
向
上

京
都
を
つ
な
ぐ
無
形
文
化
遺
産

制
度
を
創
設

第
１
号
と
し
て
「
京
の
食
文

化
」
大
切
に
し
た
い
心
、
受

け
継
ぎ
た
い
知
恵
と
味

第
２
号
と
し
て
「
京
・
花
街

の
文
化
」
は
い
ま
も
息
づ
く
伝

統
伎
芸
と
お
も
て
な
し

第
３
号
と
し
て
「
京
の
地
蔵

盆
」
地
域
と
世
代
を
つ
な
ぐ

ま
ち
の
伝
統
行
事

新
「
京
都
市
動
物
園
構
想
」
の

推
進　

「
近
く
て
楽
し
い
ど
う
ぶ
つ
え

ん
」「お

と
ぎ
の
国
」「
も
う
じ
ゅ
う

ワ
ー
ル
ド
」「
ア
フ
リ
カ
の
草
原
」

「
管
理
棟
・
病
院
・
救
護
セ
ン

タ
ー
」「
ひ
か
り
・
み
ず
・
み

ど
り
の
熱
帯
動
物
館
」「
東
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
」「
サ
ル
ワ
ー
ル
ド

〜
ゴ
リ
ラ
の
お
う
ち
」「
学
習

施
設
」「
京
都
の
森
」「
ゾ
ウ

の
森
」
の
拡
大
実
現
。
ラ
オ

ス
か
ら
４
頭
の
ア
ジ
ア
ゾ
ウ

来
園

京
都
市
立
芸
術
大
学
移
転
整
備

崇
仁
地
域
の
活
性
化
か
ら
東

九
条
を
含
め
た
京
都
駅
東
部

エ
リ
ア
の
活
性
化
を
行
な
い

ま
す
。

京
都
国
際
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア

　

第
１
回
２
３
８
０
０
人

　

第
３
回
４
０
５
７
６
人

「
日
本
酒
条
例
サ
ミ
ッ
トin 

京

都
」
の
開
催

　

全
国
44
の
自
治
体
・
機
関
が

　

参
加

◆
環
境
先
進
都
市
・
京
都

雑
が
み
等
の
紙
ご
み
分
別
・
リ

サ
イ
ク
ル
徹
底
推
進
事
業
が
モ

デ
ル
地
区
一
万
一
千
世
態
を
対
象

と
し
て
実
施
↓
全
市
で
実
施

地
域
の
「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
回
収
」

古
紙
回
収
業
者
に
よ
る
回
収

「
小
型
金
属
類
・
ス
プ
レ
ー
缶
」

の
定
点
収
集
日
で
の
回
収

ま
ち
美
化
事
務
所
も
回
収

有
害
・
危
険
ご
み
等
の
移
動
式

拠
点
回
収
事
業　

全
23
品
目
を

各
元
学
区
で
２
年
１
回
か
ら
毎

年
１
回
の
回
収
に
な
り
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

市
民
の
利
用
率
が
高
い
西
京
極

総
合
運
動
公
園
の
計
画
的
改
修

ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ

（
京
都
市
立
体
育
館
）
の

改
修
、
わ
か
さ
ス
タ
ジ

ア
ム
と
陸
上
競
技
場
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
大
型
映
像
装
置
、

メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
設
置
等

◆「
人
と
動
物
と
が
共
生
で

き
る
、
う
る
お
い
の
あ
る

豊
か
な
社
会
」
推
進
事
業

南
区
に
「
人
と
動
物
と
が

共
生
で
き
る
う
る
お
い
の

あ
る
豊
か
な
社
会
」
を
実

現
す
る
た
め
、
動
物
の
愛

護
と
適
正
な
飼
養
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
取
組
の
拠
点
施
設
で
日

本
一
の
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
ま
す
。

（
愛
称
：
動
物
愛
ラ
ン
ド
・
京
都
）

参
加
と
協
働
に
よ
る
地
域

の
個
性
と
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

京
の
道
・
川
・
公
園
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
市
民
通
報

シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用

京
都
駅
西
部
エ
リ
ア

活
性
化
推
進
事
業
を

　

南
区
の
誇
り
世
界
遺
産
東
寺
、

史
跡
西
寺
、
羅
城
門
（
Ａ
Ｒ
動
画

計
画
中
）
を
活
か
し
、
回
遊
性
の

あ
る
活
性
化
を
行
な
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
春
に
は
日
本
一
の

鉄
道
博
物
館
が
完
成
致
し
ま
す
。

ま
た
、
中
央
卸
売
市
場
の
再
整
備
、

そ
れ
に
連
携
し
た
民
間
事
業
者
や

地
域
と
連
携
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
魅

力
創
出
イ
ベ
ン
ト
、
情
報
発
信
等

を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
文
化
芸
術
観
光
都
市
へ

京
都
の
強
み
を
最
大
限
に

国
際
文
化
芸
術
観
光
都
市
へ

京
都
の
強
み
を
最
大
限
に京

都
な
ら
で
は
の
魅
力
の
向
上
を

地
域
経
済
の
活
性
化
と

安
定
し
た
雇
用
の
創
出
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人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
は
、
ま
ち
の
活
性
化
が
重
要
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　

人
の
流
れ
を
創
出
し
、
お
だ
や
か

な
人
口
年
齢
構
造
を
取
り
戻
す
た
め

に
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

推
進
し
「
来
て
も
ら
い
た
い
、
住
ん

で
も
ら
え
る
環
境
整
備
」
を
行
な
い
、

都
市
格
の
向
上
と
、
そ
の
魅
力
の
発

信
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
、
中
小
企
業
の
下
支
え

を
行
な
い
、
ま
ず
は
景
気
の
回
復
を

計
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、持
続
可
能
な
社
会
保
障
（
医

療
・
年
金
・
介
護
・
子
育
て
支
援
）

の
た
め
に
は
、
子
育
て
世
代
を
中
心

と
す
る
現
役
世
代
の
雇
用
環
境
の
整

備
は
不
可
欠
で
す
。
ま
ず
は
、
子
育

て
支
援
で
雇
用
の
創
出
安
定
化
、
そ

し
て
就
労
の
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

　

保
育
事
業
の
現
場
を
預
か
る
ひ
と

り
と
し
て
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
制

度
の
矛
盾
を
指
摘
し
、
京
都
市
独
自

の
制
度
改
革
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
維
持

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

　

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
維
持
と
多
様

な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

す
な
わ
ち
質
と
量
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

京
都
市
の
保
育
料
は
国
水
準
の

70
％
で
あ
り
ま
し
た
が
、
国
の
支

援
に
よ
り
64
％
ま
で
軽
減
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
本
市
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
障
害
児
保
育
の
充
実

を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
、
多
様
な
働
き
手
に
応
じ
た
時

間
外
保
育
受
入
体
制
も
充
実
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
の
学
童
ク
ラ
ブ
、

す
な
わ
ち
学
童
保
育
の
充
実
は
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
対
象

は
小
学
校
1
年
生
〜
小
学
校
３
年

生
（
障
害
の
あ
る
児
童
は
４
年
生
）

ま
で
で
し
た
が
、
国
の
補
助
も
あ

り
小
学
校
６
年
生
ま
で
預
か
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
障
害
の
あ
る
児
童
の
受

入
体
制
の
充
実
と
し
て
は
介
助
者

の
確
保
に
向
け
て
介
助
者
謝
金
を

改
定
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
施
設

耐
震
化
の
促
進

　

京
都
市
は
小
・
中
学
校
に
於
い

て
一
〇
〇 

％
の
耐
震
化
が
な
さ

れ
ま
し
た
が
、
市
内
の
保
育
園
で

は
半
分
し
か
耐
震
化
が
な
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
南
区
に
於
い
て
は
民

間
保
育
園
24
ヵ
園
中
、
15
ヵ
園
が

改
修
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
軽
減

　

平
成
27
年
以
降
の
予
算
に
於
い

て
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
・
幼

稚
園
保
育
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
医
療
費
支
給

制
度
が
入
院
・
通
院
医
療
費
支
給

対
象
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
か
ら

中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
充
さ
れ
ま

す
。教

育
環
境
の
充
実

　

学
問
と
と
も
に
大
切
で
あ
る
食

育
に
お
い
て
学
校
給
食
の
「
和
食
」

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

従
来
ア
ル
マ
イ
ト
食
器
が
Ｐ
Ｅ
Ｎ

食
器
に
３
年
計
画
で
全
市
に
拡
大

し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

長
寿
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に

は
介
護
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題

で
す
。
そ
の
た
め
に
20
箇
所
の
介

護
基
盤
整
備
を
積
極
的
に
行
な
っ

て
き
ま
し
た
。

国
保
料
初
の
引
き
下
げ

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
医
療

費
適
正
化
と
徴
収
率
向
上
等
の
取

り
組
み
に
加
え
、
国
に
よ
る
保
険

者
支
援
制
度
の
拡
充
に
よ
る
財
源

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
制
度

創
設
（
昭
和
36
年
）
以
来
、
初
め

て
全
て
の
保
険
料
率
（
医
療
分
、

後
期
高
齢
者
支
援
分
及
び
介
護

分
）
が
一
人
当
た
り
平
均
2.5
％
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

あなたのご意見・ご要望をお聞かせください。
ムクダ隆知事務所　http://mukuda-t.jp　E-mail:info@mukuda-t.jp
〒601-8464　京都市南区唐橋高田町52　TEL 075-661-0122　FAX 075-672-5001

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

Ｊ
Ｒ
西
大
路
駅
着
手
へ

　

駅
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推

進
が
計
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
長
年
に
わ
た
り
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
要
望
が
叶
い
Ｊ
Ｒ
西
大
路
駅
に
於

い
て
構
想
策
定
が
着
手
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

京
都
駅
南
口
の

駅
前
広
場
整
備

　

本
年
２
月
に
３
基
の
機
械
式
地

下
駐
輪
場
（
612
台
分
）
が
完
成
致

し
ま
し
た
。
そ
し
て
12
月
に
は
駅

正
面
の
拠
点
広
場
デ
ッ
キ
が
広
く

な
り
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
増
設

も
決
定
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
エ
レ

ベ
ー
タ
を
利
用
さ
れ

る
車
椅
子
や
ベ
ビ

カ
ー
の
利
用
者
に
配

慮
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
ア
バ
ン

テ
ィ
ー
前
に
は
横

断
歩
道
も
新
設
さ

れ
ま
す
。

転
落
防
止

可
動
式

ホ
ー
ム
柵

の
設
置

　

初
め
て
の
代
表

質
問
で
答
弁
を
い
た

だ
い
た
転
落
防
止

可
動
式
ホ
ー
ム
柵

が
地
下
鉄
烏
丸
線

の
御
池
駅
に
て
設

置
が
実
現
し
ま
し

た
。
ま
た
次
年
度

以
降
、
京
都
駅
・

四
条
駅
で
の
設
置

が
決
定
し
て
お
り

ま
す
。

公
共
交
通
事
業

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
は
平
成

25
年
３
月
よ
り
「
全
国
相
互
利
用

サ
ー
ビ
ス
」
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
長
年
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た

市
バ
ス
で
は
昨
年
12
月
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。地

下
鉄
赤
字
減
少

　

地
下
鉄
事
業
は
、
着
実
な
収
支

改
善
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

旅
客
数
が
１
日
あ
た
り
９
千
人

増
加
し
、
駅
ナ
カ
ビ
ジ
ネ
ス
も
好

調
で
、 

１
日
当
た
り
の
経
常
赤
字

額
は
、
18
年
度
の
４
千
６
百
万
円

か
ら
、
27
年
度
で
は
10
分
の
１
以

下
の
４
百
万
円
ま
で
大
幅
に
縮
小

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
バ
ス
黒
字
化

　

市
バ
ス
事
業
は
、
累
積
赤
字
を

解
消
し
、
一般
会
計
か
ら
の
任
意
補

助
金
に
頼
ら
な
い
自
立
し
た
経
営

が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
約
６
億
円
の
黒
字
化
で
バ
ス

車
両
は
、
昨
年
３
月
の
24
両
増
車

に
続
き
、
更
に
12
両
増
車
し
、
計

８
百
両
で
運
行
す
る
こ
と
に
よ
って
。 

ダ
イ
ヤ
の
充
実
や
利
便
性
の
向
上

で
増
客
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

　

私
が
訴
え
て
き
ま
し
た
、
南
１

号
系
統
の
Ｊ
Ｒ
桂
川
駅
へ
の
乗
り

入
れ
。
ま
た
、
18
号
系
統
の
Ｊ
Ｒ

二
条
駅
ま
で
の
延
伸
。
そ
し
て
、

東
寺
・
水
族
館
・
西
本
願
寺
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
新
設
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

議
会
の
役
割

議
員
の
仕
事

　

市
会
議
員
は
、
最
も
身

近
な
市
民
の
代
表
た
る
議

員
と
し
て
、
市
役
所
の
お

金
の
使
い
方
が
、
市
民
の

安
心
・
安
全
な
、
い
の
ち

と
く
ら
し
を
護
る
施
策
に

活
か
さ
れ
て
い
る
か
を

是
々
非
々
で
点
検
・
監
視
・

評
価
し
、
市
民
の
皆
様
の

声
な
き
声
に
耳
を
か
た
む

け
、
政
策
を
提
案
提
言
す

る
の
が
役
割
で
あ
り
仕
事

で
す
。

　

福
祉
・
安
心
い
ち
ば
ん

で
、ハ
ッ
キ
リ
発
言
、し
っ

か
り
仕
事
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
元
気
で
優
し
い
ひ
と

づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
投
球
で
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

「子育て環境日本一・
　教育環境日本一」を目指し
「子育て環境日本一・
　教育環境日本一」を目指し

福祉・医療の充実   
未
来
の
京
都
へ
先
行
投
資

未
来
の
京
都
へ
先
行
投
資

隆知
た か  と も

京都市会議員

長
寿
少
子
社
会
に
対
応

長
寿
少
子
社
会
に
対
応

社
会
保
障
の
充
実

社
会
保
障
の
充
実

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

京
都
駅
南
口
の

下
の
４
百
万
円
ま
で
大
幅
に
縮
小
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「
歩
く
け
る
ま
ち
・
京
都
」の
推
進

「
歩
く
け
る
ま
ち
・
京
都
」の
推
進

け
る
ま
ち
・
京
都
」の
推
進

「
歩
「
歩
「
歩
「
歩
「
歩
「
歩
「
歩
「
歩
くくくくくくく
け
る
ま
ち
・
京
都
」の
推
進

け
る
け
る
ま
ち
・
京
都
」の
推
進

け
る
ま
ち
・
京
都
」の
推
進

け
る
け
る
ま
ち
・
京
都
」の
推
進

け
る
ま
ち
・
京
都
」の
推
進

け
る
け
る
ま
ち
・
京
都
」の
推
進

け
る
ま
ち
・
京
都
」の
推
進

け
る
け
る
ま
ち
・
京
都
」の
推
進

け
る

？？

ハ
ッ
キ
リ
発
言
！

し
っ
か
り
仕
事
！

質問回数

！
2千回
突破

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て

※議事録・インターネット議会中継をご覧ください。京都市会 検索

２
月
市
会
閉会

平成27年度予算、経済・子育て重点

全会計約1兆7,000億
一般会計は過去２番目の規模で、

積極型の予算となった。

平成27年度予算、経済・子育て重点

全会計約1兆7,000億
一般会計は過去２番目の規模で、

積極型の予算となった。


